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研究成果の概要（和文）：本研究では、オブジェクトベースド・インタビュー等の手法を用いて、在日ロシア語
圏移住者による、衣食住等に伴う物質的実践を対象に4年間に渡る調査を実施した。その結果、対象者が住まう
居住のタイプやライフコースに沿っての居住経路、また引越し回数等を明らかにすると同時に、室内外の幅広い
範囲での物質的実践（住居の修理や装飾、モノの作り替え、墓の清掃等）についてのデータを集め、アフェクト
論や親族論等を含む本実践を取り巻く理論を発展した。また、日本社会への影響について、移住者のプレースメ
ーキングによる空間を活性化する効果が明らかにされ、また物流から外れつつあるモノに移住者が付加価値をも
たらす過程が示された。

研究成果の概要（英文）：This four-year research project focused on the material practices of 
Russian-speaking migrants in Japan. The project placed an emphasis on residences, homemaking, 
placemaking and various practices concerning food and clothing. The project also focused on 
determining the types of housing migrants inhabit, their housing paths, and relocation trajectories.
 Furthermore, data was gathered regarding home repairs and decorations, the (re)making of various 
items, exterior gatherings at symbolic locations, and tending to the graves of compatriots. It was 
demonstrated that migrant placemaking contributes to revitalizing material spaces. It was also 
revealed that many local items acquire new value through use by migrants and that such items are 
thereby incorporated into the transnational flow of goods. The research contributed to developing 
further theoretical perspectives in the frameworks of affect and kinship theory in addition to 
offering morphological approaches to migrant narratives. 

研究分野：文化人類学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで研究の比較的少なかった東ヨーロッパや中央アジア、北東アジアからの在日移住者を対象として、彼・
彼女らの物質的実践を包括的に調査し、住まいや所有物、消費財などに伴うプラクシスを明らかにすることで、
モノの人類学ならびにマテリアル人類学研究に貢献した。また、物質的実践をめぐる理論や概念について、移住
者によるモノのプラクシスや語りを理解するにあたり、形態論、アフェクト論、情動的親族論、消費論、ブリコ
ラージュやセミオモルフォーシス等を適用し、さらに発展させた。同時に、これらの実践は日本に及ぼす影響も
浮き彫りにし、移住者を対象とする実務家に役立つ事例を蓄積した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 本研究の代表者は、この研究を開始する以前に、行為主体性と構造を理論的枠組みとして日本
人男性と婚姻関係にある在日ロシア人女性の研究を進めてきた。その際、インタビューのために
多くの在日ロシア人の家を訪れる機会をもち、深い意味合いで溢れたモノの世界に魅了された。
そこにあったのは、母国から持ってこられた鮮やかな土産物やヨーロッパの磁器、刺繍のイコン
やテーブルクロス、日本のフリーマーケットで手に入れられた焼き物やインターネットオーク
ションで購入された油絵、着物の帯でできたクッション、また冷蔵庫に貼られた母国通貨のマグ
ネットなどであった。部屋の中の様子は、強くロシアを思い出させるインテリアやユニバーサル
デザイン、多様なインテリアスタイルが混ざり合った光景、日本的な住まい方にこだわる様子な
ど、調査対象者によって様々であった。これらのモノや光景を目にし、在日移住者の物質的世界
やホームメーキングに伴う実践の意味合いをノスタルジアや記憶、アフェクトなどをキーワー
ドにアイデンティティ構築やコミュニティ形成、ホスト社会への社会統合の観点から思索する
必要性に駆られた。 
 そこで、まず研究対象を広げ、ロシア語での調査に応じてくれる在日ロシア語圏移住者とした。
日本におけるロシア語圏移住者については、出身国毎の差異は存在するものの、長期滞在者や女
性の割合が高く、40 歳以下の人口が大半であり、また教育レベルが高く、永住を目的とするこ
とが多いという特徴がある。これらの特徴を考えると、在日ロシア語圏移住者はバイタリティの
ある外国人であり、日本にルーツをおろし、将来が日本と結びついていることから、長いスパン
で見た時に日本社会への社会経済的な貢献が期待され、有意義な研究対象であると考えられる。
また、日本では、移住者についての優れた研究が多く存在し、その中でも労働や結婚、在留資格
というテーマが盛んであるが、東ヨーロッパを含む一部の地域からの移住者の研究や、移住者の
住まいやホームメーキング、物質的実践を中心とした研究がまだ少ないということが本研究に
おける対象やテーマの選択を裏付けるもう一つの理由である。 
 移住者の住まいや物質文化の先行研究は、イギリスにおけるジャマイカ人の住宅を研究し、移
住者の送出し国でのセカンドホームの概念を考察した Miller（2008）、同じくイギリスにおける
ロシア人による所謂「ディアスポリック・オブジェクト」を中心に食を含めた物質文化の調査を
した Pechurina（2015）、メキシコと米国の国境での正式書類のない入国者による所有物の摩滅過
程に焦点を当て、「モノと身体」というスタンスを取った De León（2013）、タイの難民キャンプ
でのカレンニー族の物質文化や身体化された経験を思索した Dudley（2010）などの研究が挙げ
られる。これらの研究は、モノの具体的な形を示しながらもモノに隠されている意味合いを探ろ
うとし、所有者の人生においてもつ機能や意味を明らかにしようとしている。移住者の行動の物
質的な「表現」を捉えることにより、移住者アイデンティティの理解に大いに役立つが、移住者
の物質的世界をめぐる先行研究はいくつかの点において更なる発展を必要としている。それら
の点は、１）対象とされる物質的実践の範囲の拡大化、２）移住者の住まいや物質的実践に伴う
理論の展開（モノの主体性を重視するアプローチや移住者ナラティブとモノの相互作用を顕在
化するアプローチなどを含む）、３）ホスト国自体への移住者の物質的なプラクシスの影響をめ
ぐる議論、である。 
 上記の背景から、本研究では在日ロシア語圏移住者の住まいや物質的実践、物質文化の広汎的
な研究に取り組み、上述の点を取り巻く本テーマにおける民族誌的なデータの豊富化とともに
理論的な発展を目指した。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、移住者にとっての物質的実践の象徴的な意味合いを探求し、またアイデンティテ
ィ構築やコミュニティ形成の過程を辿ることにより、それらに伴う文化人類学的な理論を発展
することを目的に、在日ロシア語圏移住者を対象に物質文化におけるいくつかの現象—住宅・イ
ンテリア、所有物、服、食など—に伴う実践を包括的に調査した。また、物質的要素が構成的で
あるコミュニティ劇や墓の清掃といった移住者活動も調査対象に含めた。移住者アイデンティ
ティ変容や在日ロシア語圏移住者によるコミュニティ形成プロセスに着目した際、使用される
モノに表されるこれらのプロセスやこれらのプロセスに影響を及ぼすモノという、モノの主体
性を重視したアプローチをとった。また、移住者の物質文化や実践を独立した形ではなく、ホス
ト社会との相互作用の中で問うことを目的とし、移住者の物質的な実践やそれらの社会的現れ
がホスト国（日本）に影響を及ぼしているのか、またその影響がどのような形をとっているかを
明らかにした。このように、進行中にある物質的実践やコミュニティの相互形成をダイナミック
に捉えることで、大きな調査成果が期待できると考えた。  
 
３．研究の方法 
 
 本研究では参与観察やインタビューによるライフヒストリ・アプローチ、そしてオブジェクト



ベースド・インタビューといった方法を採用した。写真撮影を伴う対象者の自宅を訪問すること
を前提にし、一人あたり 2 時間以上のインタビューを設けることで、研究代表者が対象者のモ
ノの世界と接触でき、モノの主体性を話題にしやすいセンソリー・エスノグラフィの要件を果た
した。また、移住者コミュニティ実践に伴うやりとりはオンラインで行われることが多いため、
サイバー・エスノグラフィのアプローチも適用した。これらのアプローチのノウハウは、パンデ
ミックを理由として一部の調査をオンラインで行わざるを得なくなったため、大いに役立った。
続いて、適用したナラティブ分析において形式主義における V.プロップによる形態学的方法も
用い、物質的実践とナラティブの相互作用を確認できた。最後に、4年で蓄積したデータをもう
一つの方法論的観点から考え直すため、研究支援者を雇い、スケッチングによるビジュアル・エ
スノグラフィを採用した。 
 
４．研究成果 
 
 本研究では、在日ロシア語圏移住者の広い範囲での物質文化や物質的実践を対象として調査
をしてきた。以下に住まいや所有物、コミュニティ実践を中心に重要なポイントを挙げる。 
 
 住まいについて、外的な要因の影響で移住者が住むこととなっている居住のタイプを明らか
にし、また住居の修理や装飾などの物質的かつ身体的実践を通じて住まいを「マイホーム」に変
貌させる多様な仕組みの類型化もできた。在日ロシア語圏移住者の日本国内での引っ越し数は
多く、30名の対象者サンプルでの分析の結果、1〜8回（3回の割合が最も多く、27%）であるこ
とがわかり、引っ越しの回数や居住のタイプは移住のタイプや日本でのライフコースの展開、滞
在年数と関係していることが明らかとなった。本研究では、移住者が住まう 12の居住のタイプ
（賃貸・所有などの区分を含む）が見出されたが、以下は、ビジュアル・エスノグラフィを適用
した一人の対象者の日本での居住経路である。このデータについて、移住者の来日前の居住のタ
イプとの関係性を辿り、また来日後の引っ越し・居住経路のシナリオを類型化した結果、一方で
はライフコースとの結びつきの中でホスト国での住まいに具現化される移住者アイデンティテ
ィ変容、他方では移住者がアクセス可能なハウジングとそのための条件を明らかにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1: 対象者の居住経路のビジュアル化（データ処理番号: 15-181202） 
イラスト: エルミロヴァ・マリア（研究支援者） 
 
 続いて、社会構築主義における housing pathways（Clapham 2005）というフレームワークを用
いた上で、20 世紀の形式主義者・V.プロップによる分析手法を移住者ナラティブに適用しなが
ら、引越しや居住経路におけるサクセス・ストーリーの構築プロセスを考察した。その結果、物
質的なモノである住まいや形式的な行為である繰り返し実行される引っ越し、また身体化され
た語りの間の相互的な働きを見出し、移住者アイデンティティ形成に影響する要因を浮き彫り
にした。同時に、語る主体の達成感に導き、連鎖移民を引き付けるサクセス・ストーリーが創造
されるメカニズムも表面化した。 
 また、DIYの枠組みを適用し、移住者がその住まいの内装や修理、装飾などにより得る効果を
探った。多くの在日ロシア語圏移住者は、日本で入居することに成功した住居を不便に思い、物
質的なハビトゥスや身体的感覚において「我々移住者」対「現地人」といったパラダイムを構築
している。そこで、その住まいを最低限でも修理することにより、「非現地化」を行うことによ
るホームメーキングを実現している。住まいそれ自体の性質やより広い範囲でのその改装や修
理への着目は、移住者の生活空間を考えることに当たり重要な手掛かりとなると考えられる。 
 さらに、住まいの身体的感覚について、アフェクト論を適用し、またそれを拡張しながら、住
まいの中での気温や湿気がどのように経験され認識されているかを示す実践やナラティブに注
目した。これらの事例では、対象者が蒙るモノの主体性が顕在化された。在日ロシア語圏移住者
は、「人になれた[tamed]モノ」を住まいに期待するが、日本の住まいは「自然のまま[untamed]の
モノ」であり、気温や湿気の管理を含み維持しにくいと語られた。この事例は、移住という行為
が浮き彫りにさせる、住まいをめぐる「自然」と「文化」のあり様への期待を取り巻く議論およ
びクロード・レヴィ＝ストロースに遡る構造主義の議論も可能にしている。 
 



 所有物について、家具や食器、土産物、服などが入手されるルートを確認し日本のリサイクル
ショップやフリーマケット、在日ロシア語圏移住者コミュニティの SNS 上の売り場などに注目
した。移住者ライフコースのそれぞれの展開に沿って購入されるモノやそれらの購入先を考察
し、以下の図式の例に代表されるいくつかのパターンを見出した。移住者が経験するアイデンテ
ィティ変容や日本社会との関係性、社会統合における変化に焦点を当て、アイデンティティ変容
におけるキーワードは、エキゾティシズム、身体的感覚、ノスタルジア、コミュニティ意識など
であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 
図 2: 移住者のライフコースに沿っての所有物におけるパターンのビジュアル化 
写真：研究代表者による撮影・対象者による提供 
 
 移住者の所有物に伴う理論的アプローチの一つとして、レヴィ＝ストロースに由来するブリ
コラージュを採用し、この概念における材料・手段の制限性や社会文化的理屈、抵抗という 3つ
の要素を取り入れた枠組みを適用した。日本の着物からの洋服の制作や同じく DIY のフレーム
ワークで捉えたリサイクルショップでのアンティークのモノの入手、またオンライン・コミュニ
ティでの家具や雑貨の取引を巡る事例を扱った。ブリコラージュの上述の要素の働きとして、在
日ロシア語圏移住者が入手するモノがランダムではなく、制限・社会文化的理屈・抵抗により左
右されることを明らかにした。具体的には、在日ロシア語圏移住者が、ノスタルジアやロマンテ
ィシズム、民族的ルーツへの目覚め、自らのヨーロッパ人もしくはソビエトの過去を持つ人間と
しての捉え直しといった段階を経て、ブリコラージュ的アイデンティティを形成していること
がわかった。また、所有物について、セミオモルフォーシス（Rambelli 2017）という概念を適用
し、移住者の住まいにある宗教的かつスピリチュアルな実践に関係のあるオブジェクト（仏壇や
達磨、イコン、ロシアのドモヴォーイなど）も対象にし、越境やその所有者や置き場の変更を経
るモノの意味・情動上の変化を辿った。 
 さらに、移住者のモノについて消費財としての見方を採用し、分析対象を女性に限定して移住
前の経験との比較の中でのモノ（スイーツなどという食を含む）の解釈における変化の過程を辿
った。1990 年代以降にロシアをはじめとするポスト・ソビエトの国々を後にした、多くの在日
ロシア語圏女性の移住前の生活は、それらの国々の政治的不穏ないし経済的不確実性によって
特徴付けられていた。本研究では、移住前のこのような経験の後、受入れ国である日本での「無
限」の消費選択肢に伴う幸福感という移住当初の感情が、女性たちが日本での生活に慣れるに従
ってどう変わってきたのかを考察した。彼女たちのライフコースの展開に伴う新しい感情や態
度は、「謙虚に生きること」や「少ないものでやりくりすること」「地球環境を大事にすること」
「ジェンダーや健康の意識を維持すること」などといった、新たな価値観が彼女たちの内面に浸
透したことによって引き出されたことがわかり、「道徳的自己」のディスコース的構築に焦点を
当てた。 
 
 コミュニティ形成を問って調査したコミュニティの物質的実践の一つは横浜外国人墓地など
におけるロシア系移民の墓の清掃や保護活動である。参与観察をし始めた当初、アフェクト論の
中での論考を予定していたが、移住者による、草や土といった墓地の自然環境との接触を観察す
る中、情動的親族論といった枠組みを考案した。Carsten（2004）による親族論において、人間を
つなげそれらの間柄を固める機能として血や唾などを含むあらゆるサブスタンスへの注目が行
われている。本研究では、在日ロシア語圏移住者は、亡きロシア系移民が埋葬されている墓の周
りの土や草を触ることで、これまでの移民との情動的なつながりを作り出し、親族としてつなが
っていないものの世代の関係性を構築していることがわかった。同時に、自分たちがこれまでの
移民の墓を清掃しているように、将来の移住者も自分たちの墓のケアを行ってくれることへの
期待を通して将来の移住者との象徴的な関係作りがなされていることを明らかにした。 

 



 
 日本社会への影響について、移住者の物質的実践によって共同に使われる空間が受ける変化
についてのデータ、およびこれらの行いに参加する日本人当事者（国際家族の一員や友人、不動
産業の関係者など）との交渉や妥協、葛藤についてのデータを収集した。移住者は比較的に古く
必ずしも現地の人々に好まれない住宅に住み、これらの住宅や隣接する地区を活性化する事例
が先行研究においても示されてきたが、本研究においても同様の傾向が見出された。上述の墓地
を清掃する活動を含め、移住者によるプレースメーキングは、特定の空間の維持・多文化化につ
ながることも明らかにされた。最後に、移住者の物質的実践があらゆる日本のモノ（例えば羽織
りや帯など）の独自のリサイクルにより、新たな価値をつけ、日本国外における個人間のモノの
物流ネットワークにおいて、これらのモノを再評価するプロセスに関与していることも見えて
きた。 
 
 結果として、蓄積されたデータの分析や考察は、以下の理論的アプローチや概念の適用・拡張
を可能にした。それらは、形態論やアフェクト論、情動的親族論、消費論、またブリコラージュ
やセミオモルフォーシスであり、研究開始当初の目的であった移住者の住まいや物質的実践に
伴う理論の発展や適用範囲の拡大化を実現できた。本研究は、従来の目的に沿う形で調査対象と
する移住者による物質的実践の領域を広げ、特に住居についてモノのみならず、住まいそれ自体
のタイプや性質を明らかにし、移住者が経験する身体的過程に着目した。形態学的観点を意識し
た上でライフコースに注目することで、これらの過程をロングスパンで捉え、移住者の居住経路
を確定することが可能となった。本調査における事例を通して、移住者はその周りにある物質的
世界を経験し絶えず操ることにより、身体や感覚、意味が混ざり合う空間を作り出し、修理など
の身体的行為を通して、移住先でのモノの世界に自らを定着させていると同時に、それらのモノ
を自らに染み付かせるように日常を生きていることがわかった。さらに、1990 年代以降のニュ
ーカーマーでありながら、在日ロシア語圏移住者が物質や身体を巻き込む情動的な行為を通し
て、自らを日本の土地に根付かせ、過去や現在、未来をつなぐ世代関係、親族関係を作り出すプ
ロセスを示した。 
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